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コマンド 指定形式 機 能
REFORM REFORM f1,f2,PRINT ファイル名 f1の内容を様式化して、それをファイ
ル名 f2の下に貯えると同時に、それを印刷出力す
る。
REFORM fぃf2 ファイル名 f1の内容を様式化して、それをファイ
ル名 f2の下に貯える。





, f2, PRINT ファイル名 f2の下に貯えると共に、印刷出力する。
*・f2 カレント・ファイルの内容を様式化して、ファイ
REFORM 
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コマンド 指定形式 機 能
PRINT PRINT f2 REFORMコマンドで様式化された、ファイル名
f2上に保存されているテキストを印刷出力する。
















































POSITION PAPER NOW 
一(1ページ目の内容が出力される）NOSTOP 
READY 





























I 本文 I 








--------- ________ I 
BtM 
PL : P APERLENGTH = 6 5 
TP : 1DPMARGIN = 6 
LM : LEFTM紐 GIN =O 
LL : LINE LENGTH = 6 0 
BM : BOTIDMMARGIN = 6 
RM : RIGHTM紐 GIN =O 
t,b,£, r: MARGIN ＝利用者が指定したマージン。
日本語プリンタ出力様式 (TYPEPPR)指定の最大値
PL : P APERLENGTH = 5 9 
LL : LINELENGTH = 1 4 O 
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.cs 9 ---= = = = = = = = = —ー： ： ：  ： ： ： = = = = = = = = ー： ：  ： ： ： ： ： ー== = = = = = = = = = = = = = = = = 
.HE L 
I 
： ： ： ： ： ： ： ： ： 一ー： ： ： ： ： ： ＿ー： ： ：  ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ー： ＿ー： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 
LC(E)XAMPLE OF RUNOFF ---------------------------------------
.RT READ TERMINAL 1; INPUT DATE=> .SH R ;sYY.MM.DD _________ _ 
.FO ----------------------------------------------------------
ACOS-6 RUNOFF 
.DS ---------------------------------------------------------- 10 
/LC(1. M)ATHEMATICAL /LC(E)XPRESSION 
: ~ ~ 5 --= = = = =ー： ： 一ー：  ： ： ： ：  一ー： ： ： ： ： ―-―-一ー： ： ： ： ： ： ： ： ： ：  ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ー： ： ： ］ ； 
X = Y/US(2〉+ Z/US(2) /HP(40〉(1) --------------------------- 13 
.BR 
X = (A/LS(1}/US(2) + B/LS(2〉/US(3))/US(5) /HP(40)(2) 

















.BP ---------------------------------------------------------- 16 
.LA ---------------------------------------------------------- 17 
/LC(2. H)YPHENATION AND /LC(R)ESERVE 
.ss ----------------------------------------------------------18 
：ド，3,5 ----=ニニニニニニニニニニニニニニニニニ：悶
.HY -----------------------------・。 21/LC(T)HE PURPOSE OF THIS PAPER IS TO PROPOSE A STATIS¼TICAL 
METHOD ON AUTO 
SYLLABI¼CATION AND 
HYPHEN¼ATION OF THE 
LAST ¥/ORD OF LINE. 
.RV 4,55,L --------------------------------------------------- 22 
.PA 3,5,5 
/LC(F)OR THIS METHOD. 
TO USE CONTEXT OF N-/BF(GRAM) 












（注 1) テキスト行の途中に指定できる制御語の詳細は、 4.1を参照ください。
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【説明】
1. . EC / 
<IUS(N-1)〉
LETTERS SE¼QUENCE 
PRE¼CEDING THE POSIT.ION 
TO SYLLABI¼ATE THE りORD
INTO TWO BLOCKS 
AND HYPHEN¼ATE 






/LC (A) ND FOR 
REAL¼IZATION 




"1" AND "0" 
INDICATE THAT IT IS 
RIGHT AND WRONG 
RESPECT¼IVELY 
TO DO IT AT 
THAT POSITION 
IS INTRODUCED. 
(. ESCAPECHAR n) 
テキスト中に使用できる様式制御語（エスケープ文字）の文字識別文字を指定する。
この例では、 I / I (スラッシュ）を指定しているが、既定値は、"¥"記号である。
2. . PL 59 (.PAPERLENGTI-I n) 
印刷出力する 1ページの行数を指定。
3. . PN B, C, 1 (. PAGENO x,y, n) 
ページ番号の割り付けを指定。
B=ページの最下部 C=ページの中央 1 =ページ番号の開始番号
4. . SC ON (. SMALLCHAR ON又は OFF又は n=行数）
以降の英大文字を英小文字として、取り扱う。
5. .cs 9 (. CHARSIZE n) 
文字の大きさを指定する。以降の文字を日本語プリンタ出力様式のみ、 9ボイントの大きさで
印字する。
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8. . RT (. READTERMINAL x・ ・ x) 
端末にX・ Xで指定した文字を出力して、様式化の途中でテキスト入力を可能にする。
端末からの入力が終れば、次のテキストから様式化を継続する。
9 ..  FO C .FOOTING x,£,y,m,z,n) 
ページの終りに印刷する脚書きの位置と行数を指定。既定値＝各ページの下端に印刷
10. .DS (.OOUBLESPACE) 
様式化されたテキストを 1行おきに印刷する。
11. . BR (. BREAK) 
前の行に次の行を続けないで、新しい行とする。（改行の指定）
12. . ID 5 (. INDENT n) 
行の左端から n桁分の字下りが取られる。例では 5文字分字下り。
13. /US (n) OR /HP (n) 
テキスト中に使用できる様式制御文字で、 /USはnに指定した文字を上つきサフィックス文字
にする。 /HPはnに指定したn桁目ヘテキストを位置づける。
14. . SC OFF (。 SMALLCHAROFF) 4で説明済み。
4で指定した英大文字を英小文字扱にしていたのでこれを解除する。




17. . LA n (. LAFTAJUST n) 
次のn行を行の左端によせて、印刷する。既定値 =l行
18. . ss 
様式化されたテキストを、行ごとに印刷出力する。
19. . PA 3, 3, 5 (. PARAGRAPH£, m, r) 
各行の始めから¢桁分の字下りをとり、さらに終りからもm桁分字詰めをして、最初の行に対
してはさらにr桁分の字下りをとる。
20 .. HC飴 (.HYPHENATIONCHAR)
ハイフォネーション文字の指定
行の最後と最初に文書が又がる場合に¥¥_IIが付加される。 既定値="-". 
21. .HY (.HYPHENATION) 
これ以降のテキストに対して、ハイフォネーション処理をする。
大阪大学大型計算機センターニュース - 85 - Vol. 13 No. 3 1983-11 
2. . RV 4, 55, L (. RESERVE v, h, x) 
現在の位置から空き領域をとる。







¥HP (n) ・・・・・・同一行内の n桁目にテキストを移動する。（桁合わせ）
¥SC(X・・・X)・・・・・・カッコ内に指定された英大文字を英小文字に変換する。
¥LC(X・・・X)・・・・・・カッコ内に指定された英小文字を英大文字に変換する。




























RO l 0 















































IJY MA!L (YES OR NO) 









































（注 1) FPRINTJコマンドの詳細は、 TSS利用の手引きを参照して下さい。
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4.3 実行結果の日本語プリンタ出力例
Example of runoff 
S58. 10. 10 
l. Mathematical Expression 
X = y2 + z 2 

















RUNOFF SUBSYSTEM ・............................ 9ポイント
RUNOFF SUB SYSTEM ・・・......................... 12ボイント
RUNOFF SUBSYSTEM ・ …••…………………………….. 14ポイント
RUNOFF SUBSYSTEM .……•…•….. 18ボイント
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Example of runoff 
S58. 10. 10 
2. Hyphenation and Reserve 
The purpose of this paper is to propose 
a statistical method on auto syllabi-
cation and hyphenation of the last word 
o f l i n e. 
For this method. to use context of 
n-gram which consists of the cn-1) letters 
sequence preceding the position to 
syllabiate the word into two blocks and 
hyphenate them and one letter following 
the position is considered. 
And for realization 
of this the modified 
binary n-gram matrix 
where・1・and・o・  
indicate that it is right 
and wrong respectively to do it at that 
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5. 日本語プリンタ出力様式の文字の大きさ指定について (TYPE PPR指定）
TYPE PPR指定時の文字の大きさは自由に変えられるが、どの様な文字を指定しても、行数
や桁数を指定する様式制御語は、次に示す基本値をもとに解釈する。
文字の大きさ I全角肖£角 I CPI I LPI PAPERLENGTH LINELENG四




次の表は、文字の大きさによってどれだけの桁 (CPI) と、またどれだけの行 (LPI)
（注2)
を占めるかを示す。
文字の大きさ 全角文字のLPI 半角／半角サフィックス文字のCPI 備 考
7ポイント 6 1 1 行改行
9ポイント 6 1 ” 
12ポイント 6 1 ” 
14ポイント 3 2 2 行改行
18ポイント 3 2 ” 
24ポイント 3 2 ” 
出力の原則
テキストの種類 原 則









（注 1) CPI : Character Per Inch (1インチに何桁はいるか）
（注 2) LPI : Line Per Inch (1インチに何行はいるか）
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テキストの種類 原 則
字下りの桁数 .INDENT, .NODENT, .UNDENT, .LEFTDENT, .PARAGRAPH, 
. SUBPARAGRAPHで指定する字下りの桁数は、 7ポイント全角文字
における桁位置とみなす。
タ プ位置 I.TABULATEで指定するタプ位置は、 7ポイント全角文字における桁
位置とみなす。
"-HP (n)の I nで指定された桁位置は、 7ポイント全角文字における桁位置とみなす。
桁ずらし



















PRINT OR COUNT ERROR 
REFORMコマンドの第 3パラメータまたは、第 4バラメータに誤りがある。
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TYPE PPR FORMATING NEEDS OUTPUT FILE, RETRY 







0032FO RV * 0 7 RESERVED SPACE AREA OCCURS NOW 
-——,''-v-''-v-''-v-''-v-' 













メッセージ本文 説 明区分 番号
INPUT LINE SIZE OVER 入カテキストの行長が制限 (511バイ
1 
LIMIT ト）を越えている。
PAPER LENGTII OVER 1ページの行数が制限 (1000行）を越
2 
LIMIT えた。
** 3 LINE LENGTH OVER LIMIT 1行の桁数が制限を越えた。
PAGE ALLOCATION ERROR 行数に関連するページの様式定義に誤
4 
りがある。
LINE ALLOCATION ERROR 桁数に関連するページの様式定義に誤
5 
りがある。
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エラー エラー










NEST OF FILE OVER 1 O 外部入カテキスト機能でネストのレベ， 
ルが 10を超えた。
10 
NO RESERVE SPACE AREA 次のページに持ち越される未確保の空
** OVER 10 き領域が 10個を超えた。
REFERENCE IMAGE .RVの空き領域と重って注 きが、
11 
OVERFLOW (. RV) ページ内に収まらない。
OVER 150 SPACE DETECT- TYPE PPR指定時、 JUSTIFYの
12 ED,W郎 N PPR 処理で 1行に150個以上の空白が出現
したので処理できない。
FUNCTION CHARACTER PA- 日本語プリンタ機能キャラクタのパラ
1 3 
RAMETER ERROR メータに誤りがある。











5 PARAMETER ERROR パラメータに誤りがある。
＊＊ 
6 # nn PARAMETER ERROR nn番目のパラメータに誤りがある。
TAB POSITION PARAMETER タプ位置指定に誤りがある。
7 
ERROR 
8 LEFT DELIMITER MISSING 左側区切り文字がない。
NO AVAILABLE PAGE-NO ページ番号を印刷する領域がない。， 
AREA 
INSUFFICIENT PAGE -NO ページ番号を印刷する領域の桁数が、
10 
AR.EA SIZE 不足している。
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エラー エラー




1 2 RIGIIT DELIMITER MISSING 右側区切り がない






END OF FILE APPEAR 見出し／脚書き様式制御語に続くテキ
15 
WHEN TITLE LINES ストを入力中にファイルが終了した。
＊＊ 
END OF FILE APPEAR .REFERENCEのテキスト入力時に
16 







TLLEGAL INPUT CHARACT- 2バイトに変換できない文字が入力さ
19 
ER,WHEN PPR れた。
ILLEGAL CHARACTER IN 16進表現中に正しくない文字がある。
20 
HEXADECIMAL STRING 
1 DEFAULT ASSUMED 既定値を仮定した。
2 "END OF FILE" ASSUMED ｀ファイルの終り＂を仮定した。
3 "NO" ASSUMED "NO"を仮定した。
THIS LINE IGNORED 何らかのエラー検出によりこの行を無
4 
視した。




NO RESERVE SPACE LINE ページ替え時点のため空白行を 1行も
6 
AT CHANGE PAGE 確保しなかった。
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エラー エラー
メッセージ本文 説 明区分 番号




CHARACTERS IGNORED UN- 何らかのエラー検出により、この行の
1 1 
TIL LINE-END OR 1)1 終りまたは II)//まで読みとばした。
（参考文献）
ACOS-6 リモート処理管理 ランオフ説明書 日本電気
（業務掛）
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